















































のおも （面） そのうら〳〵 （浦々） も見















にきこゆなるあそひたはむれ春のくれ （暮） なごりををしむもろ （諸） 人のいりあひ （入相） つくる三井てら
（寺）
のか







地歌一七二曲の歌詞を、 ろは順に分類収録し、Ａ４版の薄い和紙（全七十五枚）に 極めて読み難い草書体で版刷りし、これを背折りしてＡ５版に帖綴したものである。私の西園流尺八楽譜には、この内の四十三曲が採曲されて るが、この他の殆どの曲は現代の邦楽界でも演奏する人がなく、消滅ていると思われる。
二、地歌 「長等の春」 の作詞者と作曲者のこと　「長等の春」の歌詞譜に表記されている雅無舍述とは作詞者のことで、この雅無舍は江戸後期の湖南（琵琶湖南部域） の人である。 『新うた はやし』 には、 雅無舍の作詞曲が、
「千代の友」 「朝づまふね」 「四季近江八景」の合わせて四曲収録されている。この世界では重きをなしていた人ではないか。また、こ 歌詞に詠まれている志賀の都は、万葉





春」の作曲に当っては、現地を訪 情感を高められたことであろう。菊岡検校には多く 品があり、 「御山獅子 ・ 酒 ・今小町・磯千鳥・舟 夢・里の春・梅の宿・桂男・楫枕・けしの花・夕顔・園の秋・竹生島・茶音頭（作詞横井也有） ・まゝの川」等があって、邦楽演奏会でお馴染 古曲の名曲揃いである。　
この地歌に、尺八楽譜が作られたのは、明治維新 普化
































































































































































































































































































































れた京都市山科区御廟野町地内に の地は、比叡山系の山並の南端域に当り、天皇が山科野に薬猟 行幸されたと、 『日本書紀』 記述がある由縁の地でもある。御陵を訪ねて、街道沿いの遊園地の様な緑地から入り 樹林よって周辺の住宅街と隔離された、格調 高い、そしてよく整備され いる参道を進む。御廟門を通り、深い樹林で薄暗い参道を登りつめた ころが墓前である。 『歴史考古学大辞典』の天皇陵古墳調査記録によると 墳形は対辺四十一米の八角形で、最下段は辺長七十米 方形という。





















































































































































































































三上山の北に隣する大岩山 古墳群や、そこで明治・昭和の時代に、日本最大の銅鐸（高さ一三四 ・七センチ 重さ四五 ・四七キログラム）を始め、大小二十四個の銅鐸が発見・発掘されたことは驚き あ 。古代 日本を語る時は、欠かせない地域であろう
− 83 −
〈後記〉本稿の執筆を思い立った当初、道路地図・全国地図には表示されていない様な長等山・大津宮の調査に就て、大津市歴史博物館長樋爪修様から適切なご教示をいただき、厚く御礼を申し上げます。高観音の探訪をと訪れた三井寺寺務所では、応接して下さったのが執事長福家俊彦様でしたが このお方が何と高観音近松寺住職様であったとは、奇縁・奇遇、これに過ぐるものはなく、感激一杯でした。ほんとうにお世話になりま た。 た、大津市埋蔵文化財調査センター、銅鐸博物館、そ 京都府立総合資料館、名古屋市鶴舞中央図書館の司書の諸先生には 数々の御指導をいただき、有難く感謝致しております。　
中日新聞の毎週金曜日「文化欄」に連載の、奈良県立図
書情報館長千田稔様執筆の「古代史の舞台︱飛鳥を歩く」の記事からは、示唆に富む知識を得ることが出来 本稿にも反映させていただきま ことを申し添えます。〈参考文献・刊行書〉
新うたのはやし
　
橘萬丸著
　
明治三年
　　
林芳兵衛出版
古事記
　
日本古典文学全集
　
一九九七年
　
小学館
日本書紀 （１〜３）
　
新編日本古典文学全集
　
一九九四〜八年
　
小学館
皇室事典
　
皇室事典編集委員会
　
平成二十一年
　
角川学芸出版
萬葉集新釋
　　
豊田八十代
　
大正十四年
　
広文堂
萬葉集
　　　　
新日本古典文学大系
　
一九九九年
　
岩波書店
千載和歌集
　　
新日本古典文学大系
　
一九九三年
　
岩波書店
新古今和歌集
　
新日本古典文学大系
　
一九九二年
　
岩波書店
新編国歌大観
　
角川書店
源氏物語
　　　
新編日本古典文学全集
　
一九九七年
　
小学館
大津市史
　
昭和十七年
　
大津市役所
新撰姓氏録の研究
　
佐伯有清
　
昭和五十六年
　
吉川弘文館
扶桑略記
　
国史大系 （十二）
　　
二〇〇三年
　　
吉川弘文館
道教思想史研究
　
福永光司
　　
一九八七年
　　
岩波書店
長等の山風
　
日本思想大系
　
伴信友
　
岩波書店
琵琶湖︱その呼称と由来
　
木村至宏
　
一九八七年
　
岩波書店
近江の伝説
　
渡辺守順
　
昭和四十九年
　
大日本法令印刷
滋賀県の地名
　
日本歴史地名大系
　
平凡社
歴史考古学大辞典
　
二〇〇七年
　
吉川弘文館
日本国史大辞典
　
吉川弘文館
角川日本地名大辞典 （滋賀県）
　　
角川書店
三井寺 （小冊誌）
　
三井寺
いにしえの近江大発見 （小冊誌）
　
滋賀県教育委員会
御上神社由緒略記 （小冊誌）
　
御上神社
大岩山古墳群 （資料）
　
野洲市教育委員会
大津京と寺院 （資料）
　
大津市埋蔵文化調査センター
（みやかわ
　
たけじ）
